
スズキ大正琴専用アンプ

取扱説明書
このたびは、大正琴専用アンプ
SA-13をお買い上げいただきま
してありがとうございます。
本製品を末永く、そして安全に
ご使用いただくため、この取扱
説明書をよくお読みください。
お読みになった取扱説明書はな
くさないように、大切に保管し
てください。

①入力ジャック
このジャックと大正琴の出力ジャックを
専用の大正琴付属の接続コードで接続し
ます。

②音量つまみ
右に回すと音が大きくなり、左に回すと
音が小さくなります。

③音色つまみ
右に回すと硬い音になり、左に回すと柔
らかい音になります。

④ヘッドホンジャック
ヘッドホンを接続するときに使用します。

⑤電源スイッチ
コンセントから電源をとるときは右、電
池を使用するときは左にスイッチを入れ
ます。電源が入るとランプが点滅し、演
奏できる状態になります。演奏しないと
きはスイッチを中央にしてください。
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●各部の名称とはたらき

コントロールパネル

スピーカー

電源コード

①入力ジャック

②音量つまみ

③音色つまみ

④ヘッドホンジャック

⑤電源スイッチ

1．SA-13の「入力ジャック①」と大正琴の出力ジャックを大正琴付属の接続コードで接続し

　 ます。

2．SA-13の電源プラグをコンセントに差し込みます。（電池で使用する場合は必要ありませ

　 ん）

3．コンセントから電源をとるときは右、電池を使用するときは左に「電源スイッチ⑤」を入

　 れます。

4．大正琴を試奏しながら、SA-13の「音量つまみ②」で音のひずまない位置に調節します。

5．SA-13の「音色つまみ③」でお好みの音色に調節します。

　※SA-13を電池で使う場合、電池の寿命が近いと音がひずみます。このようなときは新し

　 い電池に交換してください。

●大正琴との接続



この商品には保証書を別途添付しております。保証書は販売店でお渡しいたしますので、所

定の事項の記入および記載内容をご確認の上、大切に保管してください。保証期間はお買い

上げ日より1年間です。保証書の記載内容によりお買い上げ販売店が修理いたします｡その他、

詳細は保証書をご覧ください。保証期間が切れましても、修理によって機能が維持できる場

合はお客様のご要望により有料修理いたします。アフターサービスについてご不明の場合は、

お買い上げの販売店またはもよりの営業所にお問い合わせください。
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●仕様

●アフターサービスについて

単3電池を8本使用します。+－を間違えないように

電池を入れてください。

スピーカー／12cm

出　　　　力／1.8W

コントロール／音量・音色

外 部 端 子／外部入力・ヘッドホン

電　　　　源／AC100V 50/60Hz・DC12V（単3×8）

消 費 電 力／AC8W・DC3W

寸　　　　法／幅18.0×奥行9.0×高さ20.5cm

重　　　　量／1.5kg

●電池の入れ方

火災・感電・人身障害の危険を防止するには

以下の指示を必ず守ってください

●この機器を使用する前に、以下の指示について取扱説明書をよく読んでください。

●この機器を分解したり、改造したりしないでください。

●修理／部品の交換などで、取扱説明書に書かれている以外のことは、絶対にしないでください。
　必ず専門のサービス員に相談してください。

●風呂場・シャワー室でのご使用はおやめください。

●この機器を水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたりしないでください。

●この機器を濡れた手で触らないでください。

●電源プラグは、必ずAC100Vの電源コンセントに差し込んでください。

●電源コードを無理に曲げたり、上に重いものを乗せたりしないでください。電源コードに傷が
　つきます。

●この機器を単独で、あるいはヘッドホン、アンプ、スピーカーと組み合わせて使用した場合、設定
　によっては、永久的な難聴になる程度の音量になります。大音量や不快な程の音量で、長時間使用
　しないでください。万一、聴力低下や耳鳴りを感じたら、専門の医師に相談してください。
●この機器に、異物（燃えやすいもの、硬貨、針金など）や液体（水やジュースなど）を絶対に入れ
　ないでください。

●次のような場合は、直ちに電源を切って電源コードなどを取り外し、専門のサービス員に修理を依
　頼してください。
　○電源コードやプラグが破損したとき　○異物が内部に入ったり、液体がこぼれたとき
　○機器が（雨などで）濡れたとき　　　○機器に異常や故障が生じたとき

●ご注意

警告

●この機器は、正常な通気が妨げられることのない所に設置して、使用してください。

●電源コードをコンセントに抜き差しするときは、必ず電源プラグを持ってください。

●長時間使用しない場合は、電源プラグをコンセントから抜いてください。

注意


